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	作業内容説明書
	作成単位
	
	作成年月日
	作成者
	番号

	
	CM  顧客管理システム フェーズ計画
	
	
	
	

	
	
	
	93.5.28
	富田
	1106

	工程
番号
	作業名称
	担当･ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	作業
期間
	作業内容（ねらい、作業概要、留意事項）
	［入力］・出力（成果物）
	備  考

	1100
	目標設定
	富田
須山
ほか
(連絡会議)
	4/25～
5/30
	・本日検討承認
	プロジェクト目標確認書
概略システム想定資料
フェーズ計画
現状調査・分析作業計画
	

	1200
	現状調査・分析
	富田
豊田
須山
	5/30～
6/25
	· 調査内容・ポイント等は現状調査・研究項目棚卸表参照。
· 6/10～11関係者全員F-SPAN合宿により問題点・ニーズの洗い出しと確認を
行う。
· 技術調査は現実的実現可能性を追求する。
	業務機能関連図
現状調査資料
F-SPAN問題点分析シート
問題点連関図
ニーズとりまとめ資料
問題説明書、解決策説明書
多機能ワーク・ステーション調査資料
リレーショナル型DBMS調査資料
	

	1300
	課題設定
	富田
豊田
須山
(連絡会議)
	6/27～
7/2
	· 調査結果を総合的に検討し､問題点・ニーズ整理の方針（基本方針）を設定する｡
顧客の対象範囲をどこまで広げるか、システムの許容量ないし拡張性をどこまで求めるかがポイント｡
· その方針に基づき、実現目標（解決すべき問題）を整理する（課題定義書）。
· 設計対象機能を明確にする（機能要件設定表）。
	基本方針確認書
システム対象部門一覧表
課題定義書
機能要件設定表
概念DB設計資料
システム概念図（原案）
	

	1400
	システム案作成
	富田
豊田
須山
	7/4～
7/23
	· 1300で設定した課題の解決策を具体化する｡
リレーショナル型データベースを基礎にしたパソコン利用で基本問題は解決しそうである。運用ルールを明確にしないと、形式倒れになる。その基本は、企業別担当制度（責任の明確化）と、各人の意識改革がどこまで期待できるかである。
	システム概念図
システム概要説明書
処理内容説明書
アウトプット説明書
	

	1500
	評価と開発計画
	富田
豊田
須山
	7/25～
8/6
	· 若干の省力効果は期待できるが、経済効果は主なねらいではない。現時点で期待している定性効果がどこまで実現できるかの確認が効果把握の主作業である。
· システム開発計画は、なんとかして年末の年賀状発送作業に間に合うものと
したい。
· マシン導入の納期に要注意。十分確認する必要あり（特にソフトウエア関係）。
· 後半は全体のとりまとめ作業を行う。
	効果集計表
年度別効果・費用見積り表
      〃        分析グラフ
開発日程計画資料
	

	1600
	意思決定
	富田
豊田
須山
(連絡会議)
	8/8
	・主要メンバが会議欠席の場合は、事前承認を得ておく｡
	承認済みシステム提案書
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